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ハガキがぬれている場合は乾かしてからご覧ください

証券コード 3817

第3四半期 株主通信
2 0 2 1 年 4 月 1 日 ～ 2 0 2 1 年 1 2 月 3 1 日

株式会社SRAホールディングス
〒171-0022 東京都豊島区南池袋2-32-8
TEL：03-5979-2666　https://www.sra-hd.co.jp/

連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部　
東京都府中市日鋼町1-1　
TEL：0120-232-711（フリーダイヤル）

（返還先） 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部

株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社

2022年3月期

2021年12月末日の株主様にお送りしております
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代表取締役社長
株式会社SRAホールディングス

皆様には、日頃より格別なるご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

情 報 サービス産 業においては緩やかに需 要が回 復 基 調にあるなか 、 当 社の

第3四半期業績（前年同期比）は、売上高が増収に転じ、利益は高収益ビジネス

へのシフトなどの効果もあり、粗利益、営業利益、経常利益、最終利益について、

全て増 益となりました。

従い当然ながら、期末配当は1株につき8 0円〔年間配当金1 2 0円（普通配当）〕の

計画です。

これからも引き続き、「企業価値の向上」ならびに「株主還元の

更なる充実」を目指し、尽力してまいります。

皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　　２０22年2月

株主の皆様へ
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■3Q ■通期 ■通期（計画）

売上高 287億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 420億円）

2019/3 2020/3

407

298

2021/3

420

287

393

285

436

310

2022/3

計画

■3Q ■通期 ■通期（計画）

親会社株主に帰属する当期純利益22億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 29億円）
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■3Q ■通期 ■通期（計画）

経常利益 42億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 47億円）
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1株当たり配当金 （単位 ： 円）

2020/3 2021/3 2022/3

詳しくは、ハガキを開いて内側をご覧ください。

第3四半期 連結業績ハイライト

トピックス

120110110110

中間配当
40

期末配当
80

計画
120

■当初予定配当 ■配当（実績） ■配当（計画）

DX（デジタルトランスフォーメーション）を支える技術にはAI、クラウド、セキュリティ、さらに
その総合技術であるIoTがあります。いずれの分野でも、基礎となるのはSRAが得意としてきた
インターネットおよびオープンソース技術です。なかでも、クラウドについてはお客様からの
ニーズも多いことから、より一層この分野に注力すべく、2021年4月にSRA内にアドバンスト
クラウドエンジニアリング事業部（ACE）を立ち上げました。
クラウドの世界シェアNo.1であるアマゾン ウェブ サービス（AWS）の認定資格者数は、組織
立ち上げ直前の2021年3月時点で41名でしたが、12月には、同認定資格の取得数が100を
超える企業として、SRAが「AWS 100 APN Certification Distinction」に認定されました。
ACE設立以降、お客様からのクラウド関連ビジネスの引き合いも多く、それが呼水となり、
事業部やグループ会社においてクラウド関連ビジネスが増加し、着実に成果を上げております。
これからもお客様のニーズに応えながら、更なる収益力の向上を実現できるよう取り組んで
まいります。

クラウドビジネスの進捗について

評価損・減損を
特別損失に
計上
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